
令和４年度「北海道ワインアカデミー」新規参入コース 

        受 講 申 込 書 

整理番号 
（北海道記入欄） 

 

ふりがな  
生年

月日 

年  月  日生まれ 

（  歳） 氏 名  

自宅住所 

〒 

 

 

携帯番号  

E-mail  

勤務先 

会社名  

住 所 
〒 

 

電話  

FAX  

E-mail  

北海道内におけ

るﾜｲﾝ業界との

関わり 

 

自己の畑・醸造

所での現地研修

の希望 

希望  有 ・ 無 （どちらかに○） 

※希望有の場合のみ、畑・醸造所の所在地 

 

 

 

【受講対象者】 

・原則として醸造用ぶどう栽培又はワイン醸造従事経験を有するが経験が浅い者 

（３年未満） 
・原則として全ての講義を受講できる方（開講式、修了式を含む） 

・インターネット環境が整備されている方、メールでのやりとりが可能な方 

（受講期間中は Gmail 及び Chatwork を使用します。） 

・自己の土壌分析結果を講義内での活用することが可能な方 



別紙 経歴書（令和４年度「北海道ワインアカデミー」新規参入コース） 

経 歴 書 
氏

名 
 

最終 

学歴 

年 月 事項 

年  月卒  

職歴 

 
※雇用形
態も併せ
てご記載
くださ
い。（正
社員、研
修生な
ど） 

年  月 
記載例：○○ワイナリー（正社員） 
    ○○ワイン（株）（研修生） 

年  月 

年  月 
 

年  月 

年  月 
 

年  月 

年  月 
 

年  月 

年  月 
 

年  月 

栽培・醸造経験年数  

栽培従事経験の詳細 

※１年間に行

われる業務の

うち経験した

内容を詳細に

記載してくだ

さい。（年間

に行われる業

務すべて行っ

ているとして

も主な業務を

列記してくだ

さい。） 

記載例： 
 植え付け、棚上げ、土壌管理、芽かき、誘引、摘
葉、摘心、病害虫防除、収穫、剪定、枝おろし 越冬
準備、各種機器類操作・メンテナンス など 

醸造従事経験の詳細 

記載例： 
 選果、除梗・破砕、圧搾、発酵管理、貯酒管理、澱
引き、清澄化（オリ下げも含む）、濾過、瓶詰め、サニ
テーション、各種機器類操作・メンテナンス など 

上記従事経験の確認先 

（申込者以外） 

確認先の所属、担当者名、連絡先を記載してください。 

現在、栽培・醸造の研修

中の場合、研修後の展望 

記載例： 
 来年度には、自己圃場にて○本の苗木を定植予定 
 ○年後には、ワイナリーを設立予定 
 研修終了後（令和○年）に既存ワイナリーへ就職 など 

 
 
 
 



別紙 受講理由書（令和４年度「北海道ワインアカデミー」新規参入コース） 

 

受 講 理 由 書 

整理番号 

（北海道記入欄） 
 氏 名  備考  

 

 

＜記載内容＞ 

○あなたがどのような品質のブドウやワインを目指しているか。またその理由。 

○本研修に期待するもの（何を学びたいか）。 

○その他受講理由。 

 

 

 

 



研修参加誓約書 

 

 私は、令和４年度道産ワイン品質強化研修事業「北海道ワインアカデミー」への

参加にあたり、以下の事項を遵守することを誓約します。 

 

記 

 

１ 正当な理由がない限り、開講式、修了式、参加が必須とされている全ての講義

を指定された場所で受講すること。 

２ 機密保持に関する次の遵守事項を了知しこれを遵守すること。 

（１）研修中に知り得た情報（個人情報含む）を第三者に許可なく開示もしくは漏

洩しないこと。 

（２）研修終了後においても上記を遵守すること。 

３ 講師や事務局の指示に従い、真摯な態度で講義を受講すること。 

４ 研修会場および実習先等に迷惑となるような行為をしないこと。 

５ 私が次の事項のいずれかに該当した場合、受講を取り消されても了解するこ

と。 

（１）研修中の態度不良などにより初期の目的を果たし得ないと認めた場合 

（２）負傷または疾病により研修を続けることができない場合 

（３）機密保持に関し問題が生じた場合 

６ 私の故意、重大な過失または遵守事項違反により研修関係者に損害が生じたとき

は、その損害を賠償すること。 

 

 令和４年４月  日 

 

                  氏名（自筆）              

 

                  住所                  

 

                  電話番号                

 


